
　

こ
れ
ま
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
書
面

総
会
を
続
け
て
お
り
、
昨
年
度
は
３
年
ぶ

り
の
対
面
形
式
で
開
催
し
た
も
の
の
、
密

を
避
け
る
た
め
に
役
員
中
心
の
総
会
と
し

て
代
議
員
の
ご
参
加
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

５
月
21
日
㈰
午
後
３
時
か
ら
開
始
し
た

総
会
は
、
役
員
・
代
議
員
総
数
95
名
の
参

加
で
、
久
し
ぶ
り
の「
総
会
」に
ふ
さ
わ
し

い
場
に
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
2
年
度
の
事
業
は
、
徐
々
に「
コ

ロ
ナ
以
前
」
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

各
部
屋
の
利
用
者
数
に
制
限
を
お
願
い
し

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
利
用
者
数
は
戻
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
電
気
料
金
の
高
騰
が
影
響
し
て

光
熱
水
費
が
予
算
を
大
幅
に
上
回
り
、
厳

し
い
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律
」
上
の
位
置
づ
け
が
２
類
か
ら
５
類
に

変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
制

限
が
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
状
況
を
慎

重
に
判
断
し
て
協
議
会
の
各
種
事
業
を
進

め
て
参
る
所
存
で
す
。

　

総
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
お
汲
み

取
り
の
上
、
提
案
し
た
議
事
全
て
を
ご
承

認
い
た
だ
き
、
2
0
2
3
年
度
の
新
た
な

体
制
と
計
画
に
よ
っ
て
活
動
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

協
議
会
活
動
に
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
総
会
の
ご
報
告
と
致
し
ま

す
。

　

本
年
度
の
役
員
は
次
の
通
り
と
な
り
ま

し
た
。

（
＊
は
新
任
を
◦
は
異
動
を
示
す
）

会　

長　
　
　
　

澤
口　

茂
利
（
駅　

東
）

副
会
長　
　
　
　

伏
木　

耕
作
（
稲
荷
町
）

副
会
長　
　
　
　

大
塚　

稔　

（
旭
町
南
）

副
会
長　
　
　

◦
嶋
田　

積
男
（
三　

峯
）

監　

事　
　
　
　

覚
本　

徹　

（
駅
南
町
）

監　

事　
　
　
　

三
浦　

淳
三
（
通
宿
東
）

理　

事　
　
　
　

大
塚　

学　

（
駅
東
二
）

理　

事　
　
　
　

新
井　

隆　

（
天
神
町
）

理　

事　
　
　

＊
野
村　

実　

（
旭
町
東
）

理　

事　
　
　
　

長
谷
川　

一
（
旭
町
西
）

理　

事　
　
　
　

寺
本　

孝
雄
（
緑　

町
）

理　

事　
　
　
　

佐
藤　

義
数
（
大
聖
寺
）

理　

事　
　
　

＊
岡
本　

好
博
（
南
城
南
）

理　

事　
　
　

＊
大
関　

昭
一
（
城
南
Ｆ
Ｐ
）

理　

事　
　
　
　

田
中　

春
水
（
末
広
町
）

　

各
部
部
長
・
副
部
長
・
事
務
局
は
左
記

の
通
り
で
す
。

総
務
部
会

　
　

部　

長　
　

廣
澤　

克
則
（
駅　

東
）

　
　

副
部
長　
　

滝
沢　

洋
子
（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

藤
田　

里
美
（
通
宿
東
）

体
育
・
社
会
部
会

　
　

部　

長　
　

江
原　

輝
雄
（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

小
堀　

行
則
（
天
神
町
）

　
　

副
部
長　

＊
丸
山　

安
伸
（
通
宿
東
）

教
養
・
文
化
部
会

　
　

部　

長　
　

田
中　

瑞
恵
（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

望
月　

幸
子
（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

関　

比
佐
江
（
旭
町
南
）

生
活
・
環
境
部
会

　
　

部　

長　
　

渡
辺
久
美
子
（
駅　

東
）

　
　

副
部
長　
　

栗
林　

庸
子
（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

竹
内
ツ
ナ
子
（
緑　

町
）

交
通
安
全
対
策
部
会

　
　

部　

長　
　

石
本　

幸　

（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

三
田　

清　

（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

牧
野　

一
夫
（
通
宿
東
）

広
報
部
会

　
　

部　

長　

◦
大
阿
久
憲
一
（
大
聖
寺
）

　
　

副
部
長　
　

岩
下　

勝
彦
（
旭
町
南
）

　
　

副
部
長　

＊
堀
井　

信
行
（
通
宿
東
）

施
設
管
理
運
営
事
業
部

　
　

部　

長　
　

大
江　

順
子
（
旭
町
東
）

　
　

副
部
長　
　

覚
本
ひ
ろ
子
（
駅　

東
）

　
　

副
部
長　

＊
田
辺　

裕
子
（
旭
町
南
）

本
部
事
務
局

　
　

局　

長　
　

木
村　

和
子
（
緑　

町
）

　
　

会　

計　
　

橋
本　

明
美
（
駅　

東
）

　
　

庶　

務　
　

小
仁
所
一
恵
（
旭
町
南
）

　
　

庶　

務　
　

飯
田　

千
冬
（
旭
町
南
）

　
　

庶　

務　
　

古
田　

正
一
（
旭
町
南
）

　

今
年
の
４
月
か
ら
旭
町
東
自
治
会
会
長

に
な
り
ま
し
た
野
村
実
で
す
。
自
治
会
役

員
を
僅
か
２
年
間
し
か
経
験
し
な
い
ま
ま

会
長
に
就
任
し
た
の
で
本
人
は
基
よ
り
周

り
か
ら
み
て
も
心
許
な
い
状
況
か
と
思
い

ま
す
。
小
山
市
自
治
会
連
合
会
や
あ
さ
ひ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
等
々
、
自
治

会
運
営
に
関
わ
る
各
組
織
の
活
動
内
容
等

に
も
疎
く
、
会
長
就
任
以
来
の
こ
の
３
ヶ

月
間
は
あ
る
意
味
新
鮮
で
は
あ
り
ま
し
た

が
目
の
回
る
忙
し
さ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

徐
々
に
慣
れ
て
良
好
な
自
治
会
運
営
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
旭
町
東
自
治
会
は
、
駅
南
町
五

丁
目
、
六
丁
目
、
大
字
小
山
と
土
塔
の
一

部
に
約
９
０
０
世
帯
を
有
す
る
自
治
会
で

あ
り
自
治
会
役
員
の
約
半
数
が
女
性
で
あ

る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

地
域
内
に
は
、
昨
年
創
立
50
周
年
を
迎

え
た
旭
小
学
校
が
あ
り
、
緑
豊
か
な
あ
さ

ひ
公
園
と
森
子
塚
公
園
も
あ
る
こ
と
か
ら

子
供
た
ち
が
元
気
に
遊
び
回
っ
た
り
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
散
歩
を
し
た
り
屋
外
ゲ
ー

ム
に
い
そ
し
む
姿
を
よ
く
み
か
け
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
居
住
者
も
多
い
地
域
で
あ

り
、
ゴ
ミ
処
理
や
防
犯
等
に
お
い
て
良
好

な
関
係
を
保
て
る
よ
う
積
極
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
相
互
理
解
に
務
め

て
い
ま
す
。

　

自
治
会
の
定
例
的
な
活
動
と
し
て
は
、

年
１
回
の
防
災
訓
練
、
月
２
回
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
、
毎
月
末
の
資
源
物
回
収
、
年

２
回
の
公
園
清
掃
、
去
る
６
月
27
日
に
市

主
催
の「
地
域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で

も
発
表
し
た
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
支
え

合
い
活
動
、
小
学
生
の
登
下
校
時
の
見
守

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
隣
接
自
治
会
と
合
同
で
実
施

し
て
い
る「
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い（
え
き
な

ん
）」活
動
も
大
変
活
発
で
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し
て
、
自
治
会

会
員
相
互
の
理
解
と
融
和
を
深
め
、
明
る

く
住
み
よ
い
街
作
り
に
向
け
て
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
４
月
よ
り
南
城
南
自
治
会
長
に

な
り
ま
し
た
岡
本
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
自
治
会
活

動
に
あ
ま
り
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
地

域
の
諸
先
輩
方
の
精
力
的
な
活
動
に
感
謝

す
る
ば
か
り
で
し
た
。
今
回
、
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
に
少
し
で
も

お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
会
長
を

お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
新
た
に
選
出
さ
れ
た
副
会
長
さ

ん
と
会
計
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

地
域
の
安
全
安
心
等
の
活
動
を
さ
ら
に
推

進
し
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
本
自

治
会
の
さ
ら
な
る
発
展
に
微
力
な
が
ら
力

に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

南
城
南
自
治
会
は
現
在
61
世
帯
の
比
較

的
小
さ
な
自
治
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
以
前
ま
で
は
敬
老
会
を
は
じ
め
パ
ー

ク
グ
ル
フ
大
会
や
新
年
会
等
の
行
事
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
行
事
を
前
会
長

さ
ん
並
び
に
役
員
の
皆
様
方
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、
住
民
の
皆
様
の
協
力

を
得
な
が
ら
感
染
に
十
分
に
留
意
し
た
対

策
を
行
い
な
が
ら
本
年
度
か
ら
復
活
さ
せ

た
い
。
ま
た
、
近
年
は
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
が
進
み
空
き
家
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
本
自
治
会
も
同
様
で
あ
り
、
今
後
は

自
治
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
と
、
見
守
り
活
動
、
防
犯
対
策
、

災
害
時
の
対
応
等
が
重
要
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
自
治
会
と
し
て
、
有
意
義
な
取

組
を
さ
ら
に
継
続
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
上
で
は
自
治
会
活
動
に
対
し
て

否
定
的
な
意
見
も
散
見
さ
れ
、
地
域
住
民

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
多
様
化
し
て
き
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
方
災
害
時
の

避
難
の
呼
び
か
け
や
避
難
所
へ
の
退
避
等

に
つ
い
て
、
自
治
会
を
中
心
と
し
た
住
民

相
互
の
協
力
が
大
き
く
功
を
奏
し
た
と
の

報
道
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
住
む
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
基
本
に
も
う
一
度
立
ち
返
り
、

役
員
、
住
民
の
皆
様
、
行
政
や
他
の
自
治

会
の
協
力
も
得
な
が
ら
自
治
会
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
城
南
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー

ク
自
治
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
大
関
昭
一
と
申
し
ま
す
。

　

フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
自
治
会
は
、
現
在

95
世
帯
が
加
入
し
て
お
り
、
今
年
で
発
足

22
年
を
迎
え
ま
す
。
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク

は
西
城
南
６
丁
目
に
位
置
し
て
お
り
、
私

は
こ
こ
に
移
り
住
み
約
20
年
と
な
り
ま

す
。
住
み
始
め
た
頃
は
周
り
に
は
子
供
が

多
く
休
み
の
日
に
は
か
わ
い
い
声
が
よ
く

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
自
分

を
含
め
て
、
高
齢
化
が
少
し
ず
つ
進
ん
で

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

自
治
会
長
と
し
て
の
仕
事
を
４
月
か
ら

始
め
て
お
り
ま
す
が
、
自
治
会
内
の
対
応

だ
け
で
な
く
、
あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
、
ま
た
支
部
・
地
区
な
ど
の
外

部
と
の
交
流
活
動
が
多
い
な
と
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
平
日
は
仕
事
も
持
っ
て
い
る

為
、
妻
と
協
力
し
て
な
ん
と
か
こ
な
し
て

い
ま
す
が
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
際
に
は
ご
理
解
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が

自
粛
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
５
月
８
日
か

ら
の
コ
ロ
ナ
の
位
置
づ
け
が
２
類
か
ら
５

類
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
今
ま
で

自
粛
さ
れ
て
い
た
自
治
会
活
動
が
再
開
さ

れ
た
折
り
に
は
、
昨
年
は
規
模
を
縮
小
し

て
開
催
さ
れ
た
ゆ
め
ま
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

祭
り
も
今
年
度
は
従
来
ど
お
り
の
規
模
で

開
催
さ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
長
と
し
て
の
仕
事
も
あ
り
ま
す

が
、
今
ま
で
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
参

加
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
こ

の
機
会
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

未
経
験
の
事
ば
か
り
で
心
配
で
す
が
、

あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
他

自
治
会
の
役
員
の
方
の
中
に
は
、
知
り
合

い
も
い
ま
す
の
で
心
強
い
限
り
で
す
。
城

南
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
自
治
会
の
役
員
の

方
々
、
他
自
治
会
の
方
々
と
協
力
し
な
が

ら
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

第
48
回
（
２
０
２
３
年
度
）
あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
定
期
総
会
は
、
４

年
ぶ
り
の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
浅
野
正
富
小
山
市
長
、
長
谷
川
裕
久
小
山
警
察

署
城
南
交
番
所
長
、
今
泉
由
美
子
市
民
生
活
部
長
、
酒
寄
ひ
ろ
子
城
南
出
張
所
長
、
石

川
廣
市
民
生
活
課
長
を
来
賓
に
迎
え
、
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
自
治
会
長

野
村
　
実

自 治 会 名 会　　 長 世帯数

駅 東 二 丁 目 大塚　　学 559

駅 東 澤口　茂利 1055

駅 南 町 覚本　　徹 666

天神町（神山）新井　　隆 60

旭 町 東 野村　　実 886

旭 町 西 長谷川　一 536

旭 町 南 大塚　　稔 1762

緑 町 寺本　孝雄 302

稲 荷 町 伏木　耕作 246

大 聖 寺 佐藤　義数 513

南 城 南 岡本　好博 61

城 南 F P 大関　昭一 95

通 宿 東 三浦　淳三 967

末 広 町 田中　春水 131

三峯（JR東部）嶋田　積男 100

15自治会の合計 7,939

	  参　考 	
あさひコミュニティ推進協議会は現在
次の15の自治会で構成されています

（2023年5月31日現在）

近隣自治会の新たな参加を
お 待 ち し て お り ま す

新
自
治
会
長

岡
本
　
好
博

新
自
治
会
長

大
関
　
昭
一

新
任
自
治
会
長
挨
拶

旭
町
東
自
治
会

南
城
南
自
治
会

城
南
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
自
治
会

ゆめまち
コミュニティ

祭 り

ゆめまち
コミュニティ

祭 り
2023年
10月21日（土）
開催されます。

あさひコミュニティだより 令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日 発 行

あ
さ
ひ

  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り

あ
さ
ひ

  
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り
編集責任者

あさひコミュニティ
推 進 協 議 会
発行責任者
澤 口 茂 利
編集責任者
大 阿 久 憲 一

ゆめまちの
ホームページは

で検索してください

「ゆめまち　小山」

第
48
回
定
期
総
会



　

令
和
４
年
度
の
地
域
懇
談
会
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
問
題
の
た
め
開
催
さ
れ
ず
、
本

協
議
会
か
ら
出
さ
れ
た
質
問
・
要
望
に
対

し
市
役
所
担
当
部
課
よ
り
回
答
を
書
面
で

受
け
取
り
ま
し
た
、
こ
こ
に
そ
の
主
要
部

分
の
要
約
を
掲
載
し
ま
す
。

◎
小
山
市
城
南
出
張
所
標
識
設
置

【
質
問
】自
治
会
連
合
会
小
山
支
部
の
事
務

局
が
城
南
出
張
所
に
設
置
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
案
内
板
の
設
置
を
要
望
す
る
。

【
回
答
】標
識
の
情
報
量
が
多
い
と
わ
か
り

づ
ら
い
標
識
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
名
と
愛
称
を
表

示
す
る
現
在
の
形
を
継
続
す
る
。

◎
住
宅
地
内
道
路
に
最
高
速
度
の
規
制
表

示
を

【
質
問
】小
山
駅
東
口
広
場
よ
り
白
鷗
大
学

と
ヤ
マ
ダ
デ
ン
キ
間
の
交
差
点
か
ら
、
駅

東
公
園
に
至
る
市
道
に
、
30
㎞
／
ｈ
の
速

度
規
制
表
示
等
を
施
し
、
減
速
を
促
す
こ

と
に
よ
り
歩
行
者
等
の
安
全
確
保
を
要
望

す
る
。
そ
の
他
の
県
道
３
３
９
号
線（
小

山
市
下
野
線
）
へ
の
抜
け
道
と
な
る
市
道

も
同
様
で
す
。

【
回
答
】速
度
規
制
は
警
察
の
所
管
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
駅
東
二
自
治
会
か
ら

の
ご
要
望
を
小
山
警
察
署
に
お
伝
え
い
た

し
ま
し
た
。
新
た
な
速
度
規
制
を
行
う
場

合
は
、
地
域
の
方
の
了
承
を
得
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
話
を
、
警
察
か
ら
伺
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
小
山
警
察
署
交
通
総
務

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
側
溝
汚
泥
の
除
去
に
つ
い
て

　（
長
期
計
画
）

【
質
問
】豪
雨
の
際
に
は
道
路
側
溝
か
ら
の

冠
水
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
計
画
的
に
汚

泥
除
去
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回
答
】小
山
市
で
は
、
市
内
全
域
に
約
１
、

３
５
０
キ
ロ
の
側
溝
が
敷
設
さ
れ
て
お

り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
で
冠
水
し
、
危
険

な
状
態
と
な
る
箇
所
の
側
溝
泥
上
げ
を
優

先
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
側
溝
の
清

掃
を
行
っ
て
い
る
自
治
会
も
多
数
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
当
地
区
の
み
計
画
的
に
行

う
こ
と
が
難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◎
ご
み
集
積
所
設
置
基
準
の
緩
和
に
つ
い

て【質
問
】現
在
、
ご
み
集
積
所
の
新
設
基
準

は
原
則
20
世
帯
以
上
の
使
用
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
町
内
の
世
帯
数
が
増
え
て
も
新

た
な
設
置
が
難
し
い
た
め
利
用
世
帯
が
増

加
し
、
集
積
所
に
乱
雑
さ
が
散
見
さ
れ
ま

す
。
20
世
帯
以
上
の
基
準
を
見
直
し
、
集

合
住
宅
ご
と
や
新
築
戸
建
て
住
宅
ご
と
に

ご
み
集
積
所
の
設
置
を
認
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

【
回
答
】
収
集
所
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
小
山
市
一
般
廃
棄
物
収
集
所
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
要
綱
」
に
規
定
し

て
お
り
、
収
集
所
の
新
設
、
増
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
要
綱
を
基
準
と
し
て
判
断
し

て
い
ま
す
が
、
各
収
集
所
の
事
情
を
お
聞

き
し
、
個
別
に
対
応
も
し
て
お
り
ま
す
。

◎
道
路
改
修
に
つ
い
て

【
質
問
】「
セ
カ
ン
ド
ス
ト
リ
ー
ト
」
西
側

道
路
と「
城
南
西
通
り（
歩
行
者
専
用
道

路
）」の
交
差
点
で
、
自
動
車
侵
入
を
妨
げ

る「
車
止
め
」が
設
置
し
て
あ
る
が
、
わ
か

り
に
く
い
の
で
車
止
め
に
ぶ
つ
か
る
車
が

あ
り
、
道
路
西
側
の
住
宅
は
、
何
度
か
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
記「
セ

カ
ン
ド
ス
ト
リ
ー
ト
」
西
側
道
路
に
は
、

３
ヶ
所
ほ
ど
へ
こ
み
が
あ
り
、
歩
行
の
際

足
を
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
歩
行

者
専
用
道
路
へ
の
進
入
禁
止
の
わ
か
り
や

す
い
表
示
と
、
道
路
の
補
修
を
要
望
し
ま

す
。

【
回
答
】「
歩
行
者
専
用
道
路
へ
の
進
入
禁

止
」の
わ
か
り
や
す
い
表
示
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
と
相
談
の
う
え
、
令
和
５
年
度
に

路
面
表
示
を
行
う
こ
と
で
対
応
し
ま
す
。

道
路
の
補
修
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
管
布

設
に
伴
う
掘
削
跡
の
沈
下
に
よ
る
舗
装
下

が
り
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
応
急
的
に
補

修
を
行
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
修
繕
に

つ
い
て
は
令
和
５
年
度
に
行
い
ま
す
。

◎
市
立
武
道
館
の
跡
地
に
つ
い
て

【
質
問
】三
峯
二
丁
目
に
あ
っ
た
市
立
武
道

館
は
、
市
立
体
育
館
の
開
設
に
伴
い
廃
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

計
画
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

【
回
答
】当
武
道
館
は
令
和
５
年
３
月
31
日

で
利
用
を
終
了
と
し
、
令
和
５
年
度
中
に

解
体
工
事
を
完
了
す
る
方
向
で
進
め
て
お

り
ま
す
。
そ
の
後
の
跡
地
利
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
小
山
市
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
計
画
や
町
内
に
お
け
る
跡
地
利

用
希
望
調
査
の
結
果
な
ど
も
踏
ま
え
て
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
総
務
部
会
で
は
、

　

６
月　

視
察
研
修
会

　

９
月　

環
境
美
化
活
動

　
　
　
　
　

※
城
南
公
園
ご
み
回
収

　

１
月　

天
体
観
望
会（
市
民
向
け
事
業
）

　

３
月　

環
境
美
化
活
動

　
　
　
　
　

※
城
南
公
園
ご
み
回
収

の
活
動
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

６
月
27
日
㈫
参
加
者
22
名
に
よ
る
視
察

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
視
察
地
は
埼

玉
県
で「
造
幣
局
さ
い
た
ま
支
局
の
工
場

と
博
物
館
及
び
松
岡
醸
造
株
式
会
社
帝
松

酒
蔵
」を
視
察
し
ま
し
た
。

　

◇「
さ
い
た
ま
支
局
工
場
棟
」で
は
、
プ

ル
ー
フ
貨
幣
→
通
常
貨
幣
→
勲
章
の
順
路

で
製
造
工
程
を
見
学
通
路
の
ガ
ラ
ス
越
し

か
ら
自
由
見
学
を
し
ま
し
た
。
プ
ル
ー
フ

貨
幣
と
い
う
特
殊
な
技
術
で
表
面
を
浮
き

上
が
ら
せ
て
刻
印
さ
れ
た
記
念
硬
貨
の

製
造
課
程
や
普
段

目
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
よ
う
な

ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
貨

幣
に
驚
き
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
手
作
業

で
勲
章
を
製
造
し

て
い
る
職
人
技
は

素
晴
ら
し
く
て
思

わ
ず
見
入
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

◇「
造
幣
さ
い
た
ま
博
物
館
」で
は
、
館

内
に
は
貨
幣
の
歴
史
や
作
り
方
の
パ
ネ
ル

展
示
、
過
去
に
日
本
国
内
で
行
わ
れ
た
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル
、
記
念
硬
貨
な
ど
が

ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
、
ど
れ
も
そ
の
美
し

さ
に
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
硬
貨
の

歴
史
な
ど
を
再
度
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

◇
次
の
目
的
地
埼
玉
県
小
川
町
に
あ
る

老
舗「
松
岡
醸
造
㈱
」の
酒
蔵
を
視
察
し
ま

し
た
。
寛
永
４
年
創
業
の
約
１
７
０
年
以

上
続
く
伝
統
あ
る
酒
蔵
で
す
。
酒
造
り
の

工
程
の
説
明
を
聞
き
、
歴
史
や
伝
統
の
日

本
酒
造
り
の
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
会
を
通
し
て
、
ふ
だ

ん
な
か
な
か
接
す
る
機
会
の
少
な
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
員
と
各
部
会
の
部
員
と

の
相
互
交
流
が
出
来
親
睦
が
図
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

部
長
　
廣
澤
　
克
則

　

体
育
社
会
部
会
は
、
皆
様
の
健
康
と
生

き
が
い
作
り
と
仲
間
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
次
の
様
な
活
動
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

◎
卓
球
大
会

　
　

令
和
５
年
７
月
９
日
㈰

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て

　

◎
輪
投
げ
大
会

　
　

令
和
５
年
８
月
27
日
㈰

　
　

城
南
公
園

　

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　

令
和
５
年
９
月
10
日
㈰

　
　

城
南
公
園

　

◎
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　

令
和
５
年
12
月
３
日
㈰

　
　

城
南
公
園

　

◎
輪
投
げ
大
会

　
　

令
和
６
年
２
月
18
日
㈰

　
　

城
南
公
園

　

◎
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
体
操
教
室

　
　

令
和
５
年
４
月
〜
令
和
６
年
３
月

　
　

毎
月
第
４
土
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

ラ
ジ
オ
体
操
は

短
い
時
間
で
全
身

の
関
節
と
筋
肉
の

70
％
を
動
か
す
運

動
で
す
。
正
し
い

運
動
を
理
解
し
フ

レ
イ
ル
防
止
対
策

と
し
て
参
加
下
さ

い
。

部
長
　
江
原
　
輝
雄

　

令
和
５
年
度
の
教
養
文
化
部
の
活
動

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
が
５
類
に
移
行

し
た
事
に
よ
り
、
計
画
通
り
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

◎
６
月
17
日
㈯
に
和
菓
子
作
り
体
験
教

室
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
会
員
の
方
13
名

と
役
員
６
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。「
あ

じ
さ
い
」
と「
清
流
」
の
２
種
類
の
練
切
り

菓
子
を
作
り
ま
し
た
。
滝
本
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
、
個
性
あ
ふ
れ
る
和
菓
子
が
出

来
上
り
、
参
加
者
一
同
大
満
足
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
後
は
、
夏
休
み
に
向
け
て
と
、
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
に
代
わ
り
、
今
年
は
お

正
月
向
け
の
講
座
を
次
の
日
程
で
計
画
い

た
し
ま
し
た
。
回
覧
を
見
て
い
た
だ
き
多

く
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

◎
７
月
29
日
㈯　

パ
ン
作
り
体
験
教
室

　

◎
12
月
17
日
㈰　

注
連
縄
作
り
体
験
教
室

　

ま
た
、
市
民
向
け
事
業
と
し
て
、
次
の

３
講
座
を
計
画
し
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら

も
是
非
皆
様
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

◎
８
月
6
日
㈰　

茶
道
体
験
講
座

　

◎
９
月
29
日
㈮　

写
経
体
験
講
座

　

◎
10
月
29
日
㈰　

写
経
体
験
講
座

部
長
　
田
中
　
瑞
恵

　

生
活
環
境
部
で
は
６
月
24
日
㈯
に
そ
ば

打
ち
教
室
を
実
施
。
そ
ば
打
ち
４
段
の
講

師
安
田
先
生
に
午
前
、
午
後
２
部
に
亘
り

小
江
戸
流
そ
ば
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
12
名
、
初
心
者
か
ら
経
験
者
、
小

学
生
等
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
楽
し
く

そ
ば
打
ち
を
体
験
。
そ
ば
粉
を
混
ぜ
こ
ね
、

の
ば
す
ま
で
苦
戦
、
わ
か
ら
な
い
事
も
詳

し
く
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
、
参
加
者
の
方

か
ら
次
回
も
参
加
し
た
い
と
お
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
場
所
を
広
く
使
う

為
募
集
人
数
を
増
や
す
事
が
出
来
な
い
の

で
、
２
回
目
の
そ
ば
打
ち
教
室
を
開
催
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
キ
ム
チ
作
り

や
、
味
噌
造
り
等
開
催
予
定
で
す
の
で
、

ご
案
内
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

部
長
　
渡
辺
　
久
美
子

　

交
通
安
全
対
策
部
会
で
は
主
と
し
て
高

齢
者
の
安
全
対
策
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

◎
令
和
５
年
8
月
9
日
㈬
14
時
か
ら

　
　

シ
ル
バ
ー
講
習
会

　

今
回
は
、
小
山
警
察
署
交
通
総
務
課
企

画
係
よ
り
来
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
年
度

よ
り
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
、

全
て
の
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
自
転
車
に
乗
る
時
の
注
意
を
ビ
デ
オ
を

見
な
が
ら
受
講
す
る
予
定
で
す
。

　

◎
９
月
13
日
㈬

　
　

小
山
市
市
民
生
活
課
に
よ
る

①
高
齢
者
の
振
り
込
め
詐
欺
の
講
話
、「
だ

ま
さ
れ
な
い
」
事
例
を
紹
介
。
小
山
市
で

は
留
守
番
機
能
の
付
い
た
電
話
機
を
65
歳

以
上
の
方
が
購
入
し
た
場
合
、
申
請
書
、

領
収
書
の
写
し
を
提
出
す
れ
ば
市
か
ら
補

助
金
が
で
ま
す
。

②
高
齢
者
向
け
に
ビ
デ
オ
に
よ
る
安
全
運

転
の
講
話

　

次
年
度
も
シ
ル
バ
ー
講
習
会
を
開
催
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
希

望
が
あ
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
交

通
安
全
対
策
部
会
ま
で
提
出
し
て
下
さ
い
。

部
長
　
石
本
　
幸

　

事
業
部
は
当
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
の

実
務
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
症
し
て
４
年
目

を
迎
え
、
予
防
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
運

営
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
11
月
1
日
か
ら

栃
木
県
が
重
点
措
置
区
域
で
な
く
な
っ
た

た
め
、
感
染
防
止
基
準
を
一
部
緩
和
し
ま

し
た
。
３
月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
着
用
を
個

人
の
判
断
に
委
ね
る
と
の
方
針
が
示
さ

れ
、
そ
の
方
針
を
基
本
と
し
ま
し
た
が
、

当
館
は
高
齢
者
の
方
が
多
数
利
用
し
て
い

る
た
め
、
ロ
ビ
ー
、
通
路
、
受
付
等
の
共

有
の
場
所
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
関
し
て
は
当

面
の
間
、
マ
ス
ク
着
用
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
５
月
８
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は［
５
類
感
染
症
］に
位

置
づ
け
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
対
策
と
し
て
、

①
体
調
不
安
や
症
状
が
あ
る
場
合
は
無
理

せ
ず
、
自
宅
で
療
養
、
ま
た
は
医
療
機
関

を
受
診
す
る
。

②
そ
の
場
に
応
じ
た
マ
ス
ク
着
用
、
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
の
実
施
。

③
換
気
、
密
集
・
密
接
・
密
閉（
３
密
）の

回
避
は
引
き
続
き
有
効
。

④
当
館
で
の
検
温
は
継
続
実
施
。

　

位
置
づ
け
が
変
更
に
な
っ
た
後
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
存
在
自
体
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
状
況
に
応
じ

た
感
染
対
策
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

利
用
者
様
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
安
心
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

部
長
　
大
江
　
順
子

　

記
事
募
集
時
期
が
７
月
上
旬
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
だ
よ
り
発
行
時
期
と
異
な
り
ま
す

の
で
、
記
事
内
容
に
若
干
相
違
が
生
じ
て

い
る
こ
と
を
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

地
域
懇
談
会
に
つ
い
て
の
記
事
を
開
催
し

た
た
め
、
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
自
主
講
座

一
覧
表
が
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自

主
講
座
一
覧
表
は
、
ゆ
め
ま
ち
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
ゆ
め
ま
ち　

小
山
」で
検
索
す
る

か
、
ゆ
め
ま
ち
館
内
の
掲
示
を
閲
覧
下
さ

い
。
自
主
講
座
は「
ど
な
た
で
も
入
れ
る
講

座
」で
す
。
活
動
内
容
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

　

０
２
８
５（
27
）９
９
３
５

　

毎
日
９
時
〜
21
時

広
報
部
会
　
部
長
　
大
阿
久
　
憲
一

総
　
務
　
部
　
会

体
育
・
社
会
部
会

教
養
・
文
化
部
会

生
活
・
環
境
部
会

交
通
安
全
対
策
部
会

施
設
管
理
運
営
事
業
部

部
会
活
動
報
告

編
　
集
　
後
　
記

地
域
懇
談
会
に
つ
い
て

質
問
要
望
事
項
に
関
す
る
回
答

あさひコミュニティだより令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日 発 行


